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富
山
労
働
局
で
は
、
中
村
監
督
課

長
は
じ
め
４
人
が
要
請
に
応
じ
、
医

労
連
か
ら
は
２
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 労

働
時
間
管
理
・
残
業
代
未
払

い
・
違
法
宿
日
直
の
と
り
し
ま
り
・

安
全
衛
生
・
医
療
介
護
に
携
わ
る
夜

勤
労
働
者
の
法
的
保
護
措
置
の
設

置
・ 

３
６
協
定
の
特
別
条
項
撤

廃
・
緊
急
時
の
出
動
待
機
を
労
働
時

間
と
み
る
こ
と
等
を
要
望
し
ま
し

た
。 大

浦
委
員
長
か
ら
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
の
設
置
の
指
導
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。 

 

へ２つの要請書を提出 

 

富
山
県
医
労
連
は
、
１
０
月
２
６
日
、
県
と
懇

談
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
厚
生
部
医
務
課
（
課

長
補
佐
は
じ
め
、
医
療
政
策
班
班
長
・
医
師
看
護

師
職
員
確
保
対
策
班
班
長
）、
高
齢
福
祉
課
（
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
班
班
長
）
ら
４
人
が
要
請
に
応
じ

ま
し
た
。 

勤
務
環
境
改
善
に
つ
い
て 

県
医
労
連 

「
県
医
労
連
で
は
、
以
下
の
４
つ
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
①
勤
務
間
隔
１
２
時
間
以
上
②
１
６

時
間
以
上
の
夜
勤
を
無
く
す
③
夜
勤
回
数
は
８
回

ま
で
④
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
を
上
げ
る 

 

公
的
病
院
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
病
棟
が
全
体
の

ど
の
く
ら
い
の
割
合
な
の
か
調
査
は
出
来
な
い
で

し
ょ
う
か
。」 

県
医
師
看
護
師
職
員
確
保
対
策
班
・
班
長 

「
今
ま
で
行
っ
た
調
査
か
ら
す
ぐ
出
せ
る
も
の
で

あ
れ
ば
報
告
し
ま
す
。」 

地
域
医
療
計
画
に
つ
い
て 

県
医
労
連 

「
２
年
前
に
お
伺
い
し
た
時
は
、
病
床
削
減
の

計
画
は
必
達
目
標
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」 

   
 

 

 

県
医
療
政
策
班
・
班
長 

「
国
統
一
の
算
定
式
に
よ
り
だ
さ
れ
た
必
要

病
床
数
推
計
を
県
で
機
械
的
に
あ
て
は
め
る
こ

と
は
し
ま
せ
ん
。
医
療
圏
ご
と
に
決
め
た
目
標
に

沿
っ
て
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
県
が
個
別
の
病
院

に
指
示
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
。」 

県
高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
班
・
班
長 

「
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
２
４
時
間
３
６
５

日
対
応
で
き
る
よ
う
以
下
の
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
①
在
宅
医
療
を
担
う
医
師
を
増
や
す
②
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
規
模
化
③
介
護
職

の
人
手
不
足
を
解
決
す
る
為
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
合
理

化
を
含
め
た
取
り
組
み
。 

③
に
関
連
し
て
富
山
県
の
介
護
職
の
有
効
求

人
倍
率
は
ワ
ー
ス
ト
５
に
入
っ
て
い
る
。
現
在
他

の
業
種
も
人
手
不
足
。
今
や
介
護
は
景
気
に
左
右

さ
れ
る
職
種
と
な
っ
て
い
る
。」 

 

こ
の
場
で
、
介
護
職
の
賃
金
を
上
げ
る
事
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
両
者
で
確
認
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
入
院
か
ら
在
宅
へ
の
移
行
に
際
し
て
、

在
宅
の
受
け
皿
を
整
備
す
る
際
に
、
医
療
・
介
護

難
民
を
生
ま
な
い
よ
う
「
入
院
と
同
等
の
安
全
性

の
確
保
」
や
「
経
済
的
事
情
も
鑑
み
る
」 

事
を

重
視
し
て
ほ
し
い
と
要
請
書
を
渡
し
ま
し
た
。 

 

①勤務間隔 12 時間以上 

②16 時間以上の夜勤は無くす 

③夜勤回数は 8 回まで 

④年次有給休暇の取得率↑ 

入院から在宅への移行に際し、在宅の受け皿を
整備する際に、患者・利用者が医療難民・介護
難民とならないよう以下を要望する。 
 

「入院と同等の安全性を確保する」 
「経済的負担が重くならないようにする」 

地域医療計画 

 

勤務環境の改善 
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